
安保関連法＝戦争法を強行採決した安倍政権は10月29日、

辺野古への米軍基地建設の本格着工に踏み込みました。東京

から警視庁の機動隊100名規模を投入し、暴力的手段を行使し

て米軍基地を建設しようとしているのです。絶対に許せない！

東アジアをめぐって戦争の危機が切迫しています。今年６

月、米韓軍当局は朝鮮半島における有事を想定した『作戦計

画5015』に調印しています。これはすなわち、朝鮮戦争を実

際に行うための作戦計画です。

安倍・オバマ・パククネがやろうとしているのは、１％の

資本家の利益のための侵略戦争です。労働者階級の国際連帯

で、朝鮮有事＝朝鮮戦争を絶対に止めよう！

◆小規模戦闘から一気に全面戦争へ拡大

この『作戦計画5015』は、すでに存在していた『作戦計画5

027』などの北朝鮮の体制転覆を目的とする朝鮮戦争計画を改

訂・統合したものです。

アメリカの支配階級は、1991年のソ連崩壊以後、北朝鮮と

中国の転覆を狙い、戦争挑発をくり返してきました。94年に
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は“核開発疑惑”を口実に北朝鮮への攻撃を画策し、米韓連合

軍による『作戦計画5027』を実行する寸前までいきました。ア

メリカ国防総省は当時、『作戦計画5027』を実行すれば、核兵

器を使わなくても米軍５万２千人、韓国軍49万人、民間人100

万人以上の死者が出るという予測までたてていました。

新たに調印された『作戦計画5015』は、小規模の戦闘から一

気に全面戦争へ拡大することを計画化したものであり、しかも

核兵器の使用が当然のように作戦に組み込まれています。韓国

の32の労働組合・社会団体は、米韓合同軍事演習に抗議する声

明文の中で、「（『作戦計画5015』は、）逆に衝突の危機を実

質的な戦争へ、通常型戦争を核戦争へ拡大させる危険千万な戦

略」「局地的衝突を全面的に拡大させる無謀で挑発的な計画」

と、怒りをこめて弾劾しています。

◆安倍政権は朝鮮戦争への参戦を準備している

安倍政権の安保関連法=戦争法の強行採決は、こうした『作

戦計画5015』と完全に連動したものです。個別的・集団的の区

別なくあらゆる戦争行為を「自衛の措置」の名で合法化し、安

倍政権が「国家存立の危機」と判断すれば無制限の武力行使が

できるのです。「日本が朝鮮有事を『存立危機事態』と見なし

た場合、日本は個別的自衛権を行使して敵基地打撃等の作戦で

事態に介入できるようになる。日本はこの場合、韓国との事前

協議をする必要はないという見解を何度も明らかにした」（８

月27日付ハンギョレ新聞）。

つまり、安倍政権が「北朝鮮が日本を攻撃するおそれがある」

と判断すれば、場合によっては個別的自衛権の発動という形で

北朝鮮を先制攻撃でき、そこから個別的自衛権の範囲を越えた

作戦（朝鮮半島への上陸→北朝鮮の体制転覆→軍事占領）まで

「切れ目なく」突き進むことができるということです。

◆韓国のゼネストと連帯し、

東北大からストライキを！
動労千葉の田中康宏委員長は、11・１労働者集会で「戦争を

止めること、ここに力を集中して闘うことを訴えます。安倍の

戦争法の狙いは、アメリカ帝国主義が画策している朝鮮半島で

の戦争に参戦することです。これは徹頭徹尾、資本家の利益の

ための戦争です。闘う労働組合をよみがえらせ、労働者の国際

的な団結で戦争を止めるために、怒りの声を結集しましょう。」

と訴えています。全国・全世界で闘う労働者・労働組合と団結

して闘うことが戦争を止める道です。

11・１集会に韓国から参加した民主労総の仲間は、11月14日

ソウルで「ひっくり返そう、財閥の世の中！ 打ち倒そう、資

本家の政府！」のスローガンを掲げたゼネラルストライキに立

ち上がろうとしています。この11・14ゼネストに動労千葉の仲

間と、全学連・学生自治会の仲間も参加します。

日本と韓国の労働者の国際連帯の発展の中に戦争をとめ、社

会を変革する展望があります。東北大生のみなさん、韓国で闘

う労働者・農民・学生と連帯して、キャンパスから反戦ストラ

イキに立ち上がろう！


